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（株）北洋銀行における 

北海道産農畜産物の消費拡大に向けた取組みについて 

 記者レクチャー 

 の お 知 ら せ 
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 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ほっかいどう応援団会議の参加企業の（株）北洋銀行（以下、北洋銀行）

では、北海道農業の生産基盤の維持・強化に寄与するため、継続的に道産

農畜産物の消費拡大に向けた取組みを実施しております。 

本日、この取組みの今年度第１弾として、北広島市が開設した「北広島

市児童活動センター さとっぴー」（旧 北洋銀行 西の里支店施設）に、北

海道産牛乳１年分を寄贈しました。 

 

【贈呈式の概要】 

（１）日時 2023 年 8 月 21 日（月）＜実施済み＞ 

（２）会場 北広島市児童活動センター さとっぴー  

北広島市西の里北 1 丁目 2 番地 3 

 

○ 今後、北洋銀行では、本センターで北海道の酪農をテーマとした食育教

室も実施するほか、本年 10 月に、全道 23 カ所すべての児童養護施設に対

して、 牛乳贈答券や北海道米、北海道産の砂糖を使用したお菓子を寄贈す

る予定です。 

 

 参 考  

 

 報 道 ( 取 材 ) 

 に 当 た っ て 

 の お 願 い 

○ 北洋銀行の取組みの概要は、下記連絡先に連絡をお願いします。 

  北洋銀行 経営企画部広報室 川根（011-261-1317） 

       地域産業支援部  上野（011-261-1321） 

 他 の ク ラ ブ 

 と の 関 係 
 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所)北洋銀行から同日発表 

 

 

 担 当 

 （ 連 絡 先 ） 

 

 農政部農産振興課てん菜馬鈴しょ係（担当者：今井、湯淺） 

ＴＥＬ ダイヤルイン 011－206－9080（直通） 内線 27－709 

こめ係（担当者：黒田、五十嵐） 

ＴＥＬ ダイヤルイン 011－204－5435（直通） 内線 27－724 

畜産振興課牛乳乳製品係（担当者：柴、石垣） 

ＴＥＬ ダイヤルイン 011－204－5438（直通） 内線 27－772 

 

８／21（月）の発表 

 

【道庁プレスリリース】 



 

 

 

 

 

2023年 8月 21日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

北海道産農畜産物の消費拡大に向けた取組みについて 

 
株式会社北洋銀行（頭取 安田 光春）は、北海道農業の生産基盤の維持・強化に寄与するため、2021

年度から継続的に道産農畜産物の消費拡大に向けた取組みを実施しております。 

今年度第 1弾として、本日開設された「北広島市児童活動センターさとっぴー」（旧北洋銀行西の里支

店施設）に、北海道産牛乳１年分を寄贈しました。 

本センターでは、牛乳の提供に加え、北海道の酪農をテーマとした食育教室も実施する予定です。牛乳

の消費拡大を通じて、子どもたちの健康増進や北海道農業の重要性についての理解醸成を図ります。 

また、本年 10月には、全道 23カ所すべての児童養護施設に対して、牛乳贈答券や北海道米、北海道

産の砂糖を使用したお菓子を寄贈する予定です。 

当行は引き続き、北海道の基幹産業である農業の持続的な発展を通じて、道内経済の発展に貢献して

まいります。 

 

1．贈呈式の概要 

（1）日 時 2023年 8月 21日（月） 

（2）会 場 北広島市児童活動センターさとっぴー（北広島市西の里北 1丁目 2番地 3） 

 

2．贈呈式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

    左：安田頭取 右：北広島市 上野市長 

 

3．過去の取組み 

 (1) 2021年度 道内児童養護施設への牛乳贈答券 1万枚分の寄贈 

 (2) 2022年度 新千歳空港国際線ターミナルでの北海道産牛乳の無償配布 

以 上 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

北洋銀行グループは、2018年 12月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成

長支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGsに関連するプレスリリー

スには、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030

年までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 


